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１食のお弁当に想いを込めて
食事サービスセンターエンジュ

　エンジュがスタートして 20 年，１食の食事を通じてさまざまな出会いがあ
り，日々，ちょっとした物語が生まれます．今回は，「エビフライ」にまつわ
るエピソードをご紹介します．

いつものお弁当箱の蓋を開けたら「エビフライ」が２本！

　「エビフライの御馳走だったけど，あれは何の行事だったのかしら」と，や
どかりの里のスタッフから素朴な質問が……．エンジュでは，ひなまつりや敬
老の日などの行事食や，月に一度「世界のグルメ」として，海外の料理を紹介
するお楽しみ献立があります．しかし，何のイベントごともない日に「エビフ
ライ」が出たので不思議に思われたようです．そのタネ明かしは，この日，い
つもご利用いただいている障害福祉事業所「いーはとーぶ」さんでは「成人を
祝う会」が開かれ，そのお祝膳を注文いただいたのです．
　献立をたてる際には，主菜には肉と魚を交互に，揚げ物は週に一度，とバラ
ンスを考えていますが，「いーはとーぶ」さんからご注文いただいた１月 25 日
は，「魚」「揚げ物」を据える巡りだったということもあり，「エビフライ」を
主菜にし，「お祝膳」には，プラスのアレンジをしてお届けしました． 

　「お祝膳」は，ごはんは華やかにちらし寿し，メインの献立は若い方向けに
エビフライとハンバーグ．副菜として，野菜たっぷりで栄養バランスのよい大
根の煮物．ブロッコリーは若い人好みに肉みそでボリュームアップしました．
手作りポテトサラダは，エンジュの定番メニューです．デザートは旬のいちご
ババロア．刻み食やムース食の方といっしょのものを食べていただきたい，と
いう思いでムースにしました．

こんにちは，エンジュです

　見沼区の南中野郵便局の裏に佇む，ちょっとメタリックな？　２階建ての建
物をご存じですか．ここから１日約 300 食の食事が地域のあちこちに運ばれて
います．やどかりの里が運営する障害者就労支援事業所で，うつ病や統合失
調症などを患った精神障害のある人たちの働くことを支える場でもあります．
元々は，1997（平成９）年に旧大宮市中川（現見沼区）でスタート．2012（平
成 24）年７月に現在の地に移転しました．とかくサービスの受け手となりが
ちな精神障害のある人も地域福祉の担い手となって働けたら，という願いから，
食事の宅配事業を始めました．昼食は見沼区と大宮区の一部，夕食は，さいた
ま市在宅高齢者等宅配食事サービス事業の見沼区，大宮区，緑区，北区の一部
を受託しお届けしています．管理栄養士や調理，配送スタッフも含め，80 人
近くが仕事に携わっています．食事は毎日欠かせず，直接口に入れるものです
から，衛生面や食材に気を配り，また，バランスの良い食事を長く食べていた
だいて健康に結び付くよう，飽きのこないような，喜んでいただけるような献
立を，と工夫しています．

ボリューム満点！エンジュ弁当 彩りも鮮やか「お祝い膳」

食べる ・ つくる
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１食に思いを込めて

　エンジュでは，朝８時半から昼食の仕込みを開始します．11 時には昼食配
達に出て，夕食の準備を始め，15 時半には夕食配達へ．いろいろな人が関わり，
１食１食思いを込めて，お届けしています．ここでは，１日の様子とそこに関
わる人たちをご紹介します．

エンジュの１日

8：30　　昼食仕込み・調理

9：30　　盛付け

10：30　蓋閉め・積み込み

11：00　昼食配達出発，夕食仕込み

12：00　調理

13：00　配達終了

13：30　盛付け

15：00　蓋閉め・積み込み

15：30　夕食配達出発，片付け

17：30　配達終了

「成人を祝う会」に寄せて

　１月 25 日，「いーはとーぶ」で「成人を祝う会」（以下，「祝う会」）が開か
れました．この会は，特別支援学校を卒業し，「いーはとーぶ」で二十歳を迎
える人がいる年に行っているそうです．お祝膳は，以前は職員が購入したこと
もありましたが，着替えの介助などもあり，食事をブレンダーにかけたり刻ん
だり，準備にあまり時間がとれないこと．そして，お祝膳のメニューや容器も
相談にのっていただくことで，普段昼食を利用しているエンジュに依頼があり
ました．
　「祝う会」には，保護者の他，卒業した学校の先生やヘルパーさんも参加さ
れました．二十歳のお祝いは，一生に一度しかない晴れの舞台，出席者はみな
正装し，主役は袴で臨みました．お祝いのメッセージをいただいたりオペラを
聴いたり，幼い頃からの歩みを辿るスライドショー，成人を迎えた抱負など厳
かに行われたそうです．
　式を終え，着替えてからお食事の時間．障害があり言葉にすることが難しい
人たちですが，「なんというか，テンションが違いました」と，職員の小島正
美さんにお話を伺いました．「食のすすみもよく，目の輝きや雰囲気でいつも
と違うインパクトがあった」そうです．華やかで，美味しかった，というお話
をいただき，新たなスタートを迎える日に，ささやかながらお手伝いができ，
作り手としてもとても嬉しく励みになりました．

＜調理＞誰かの役に立つ仕事
に携われて嬉しいです．時間
に追われる毎日ですが，１人
１人の健康につながっている
という大切さを見失わないよ
うにしたいです．衛生面には
特に気を付けています．弁当
の蓋を閉める時に，笑顔で食
べてくれたらいいなあ，と思っ
ています．　　（内藤和代）

＜盛付＞私自身が嚥下障害で食の楽しみ
を奪われた経験から，エンジュでの盛付
けも彩り，バランスに気を配っています．
調理の様子も見ているので，その状態を
崩さないことも重視しています．人から
人へ，エンジュのお弁当の蓋を開け，笑
顔の輪が広がったら幸せです．（斉藤智子）

＜配達＞
お弁当を渡す少しの時間ですが，お客
さんが笑顔で「美味しかった，ありがと
う」と言ってくださり，僕も人のため
に貢献できているのだな，と日々実感
します．元々人見知りだったのですが，
少しずつ会話もできるようになり，一
歩ずつ前進できているかなと感じます．

（太田裕己）
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本の中のお弁当

並木せつ子

　弁当には他のご馳走では味わえない楽しさがあります．ふたをあけるときの
ワクワク感は弁当独特のものではないでしょうか．今回はこのワクワク感を本
で味わってみましょう．
　『おべんとうの時間』（2010）は幼稚園児からおばあちゃん，写真家，船頭，鳶
職人，海女，大学教授，フラガール，運転士，猿まわし等など，日本各地の老
若男女に取材した本です．ひとりひとりの仕事や生い立ち，弁当の思い出，そ
の日の弁当の写真（ほぼ等倍）が載っています．カラフルなかわいいお弁当，
茶色っぽいドカ弁，いろいろありますが，やっぱりおかずの花形は卵焼きでしょ
うか．現在①～④巻まで刊行されていますが，弁当取材の旅はまだ続いています．
　少し前の時代の弁当なら『聞き書　ふるさとの家庭料理　第19巻　日本の
お弁当』（2003）です．花見や芝居見物のような行事・行楽の弁当，田植えや山
仕事など働く人の弁当をはじめとする多彩な弁当が，容れものも中身も当時の
ままに写真と聞き書きで再現されています．機械を使わなかった頃，田植えは
集落みんなで手伝いあう作業でした．その弁当はおにぎりや煮物，漬物，餅な
どが重箱や桶にどっさりつまっていて，質素なのにえも言われぬおいしさが写
真から伝わってきます．
　弁当が活躍（？）する小説なら『弁当屋さんのおもてなし』（2017）です．
会社員の千春は東京から札幌に転勤になったばかり，心身ともに疲れていまし
た．仕事帰りに弁当屋「くま弁」に行くと，ザンギ弁当を頼んだのに手渡され
たのは鮭かま弁当．一旦は怒ったものの食べてみると，それは弱った千春の胃
にぴったりでした．「くま弁」の料理人ユウは客の思いにぴったりの弁当を作っ
てくれる人だったのです．千春とユウと常連客たちが弁当を中心にくりひろげ
る物語．現在５巻まで刊行されていて，二人の恋の行方も気になるところです．
　３冊とも本を閉じる頃には，無性に弁当が食べたくなっていることまちがい
ありません．

阿部了・直美著　木楽舎 農山漁村文化協会 喜多みどり著　角川書店

食へのこだわり

　さて，エンジュではなるべく国産のもの
を使って，安心して食べていただけるお弁
当作りを心がけています．中でもお弁当の
要，白米は，地元で美味しいお米をつくっ
ている農家さんから購入しています．その
生産者の１人が，見沼区中川の農家，荒井
行男さんです．
　荒井さんとは 15 年ほど前，エンジュが現在の土地に移転するよりも前から
のおつき合い．今でも週に４袋，年間 6,000 キロのお米を荒井さんから届けて
いただいています．美味しいお米の秘密を聞いてみると，「他のお米が混ざっ
ていないからかな」と荒井さん．「キヌヒカリ」という品種のお米を使ってい
るそうです．
　一町歩（3,000 坪）の農地と五反の田んぼを親戚の方と営む荒井さん．つくっ
た野菜は市場には卸さず，ハウスで直売しています．お話を伺っている間にも，
１人のお客さんが「今日は野菜ないですか」といらっしゃいました．近所にお
住まいの主婦の方です．荒井さんは，袋一杯に入ったにんじんを笑顔で渡して
いました．「スーパーで買った野菜とは，匂いも味も違います．ここのにんじ
んだと，子どもも食べてくれるから」とお客さんは言います．
　これからの季節はじゃがいも，秋にはさつまいも……幼稚園の子どもたちや
地域の人が，荒井さんの畑に収穫体験に訪れます．やどかりの里のバザーでも，
さつまいも堀りのイベントをやらせてもらいました．エンジュのことは「いつ
もみんな頑張って働いていると思います」と温かく見つめてくださっています．
これからも，地域の顔の見える関係性を大事にしながら，安心・安全なお弁当
作りを目指します．
　ここ見沼の地でお弁当を作り続けて，20 年が経ちました．１食１食のお弁
当には，作る人，届ける人，食べる人……いろんな人たちのエピソードがつまっ
ています．その想いを大切に，エンジュは今日もお弁当を届けます．　　　　

（記　永瀬恵美子）

エンジュ　〒 337-0042 さいたま市見沼区南中野 286-1　TEL　048-686-7875
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音と匂いの記憶

あの街
この街

俊一郎が行く・23 都
とまつり

祭俊
しゅんいちろう

一郎
1975 年生まれ．生まれも育ちも，東京の下町．
エンジュの新築の他，保育園や幼稚園の設計（新築及び改修）
を複数行う．（写真　新　良太）

ストーリー

　美味しかった食べ物の思い出を聞かせて！　と聞かれると，いつもポカーン
としてしまうのは，思い出せないから．ありがたいことに，世の中は美味しい
ものがいっぱいです．なのに，すぐに答えられない．記憶に残る食べ物とは，
匂いや音，季節や時間などといった味とは違うストーリーが添えられた時に醸
成されていくものなのかもしれません．そんなつもりで，記憶を辿ってみます．

初めてのお店

　まだ独身だった頃は，仕事を夜中に終わらせて帰ることが多くありました．
夜中の２時，３時まで仕事をすると，張り詰めていた気持ちは中々おさまらず，
すぐには寝られません．ある夜，人通りのない下町で信号待ちをしていたら，
小さな灯りに気がつきました．ふとノンアルコールで何か作ってもらえないか
と思い，車を停めました．すでに夜中の３時．営業時間を示す札には「力尽き
るまで」と書かれ，面白いと思ったものの，中の様子が見えない初めてのお店
に，そんな時間に入るのは勇気がいります．思い切って扉を開けてみました．

下戸が通ったバー

　下戸である私，お酒が飲めない者が夜中のひと時を過ごす場所は，なかなか
存在しないのです．意を決して開いた扉の先には，カウンターの向こうに厳つ
い体格のマスターが……お酒が飲めないが作れるものがあるか聞いてみると，
快く迎えてくれました．時間帯のせいか，狭いお店に他の客はいませんでした．
オーダーを聞かれますが，場慣れしてないし，ノンアルコールだし，どのよう
に頼んだらいいか想像できません．それを素直に伝えると，マスターは少し考
えてから，オススメを作るけど苦手なフルーツはあるかと聞いてくれました．

特にないと答えると，すぐに作り始めます．手際よく作ってくれた何かのフレー
バーのシロップにソーダを加え，バナナのスライスを浮かべた飲み物でした．

音と匂いが思い出させてくれる

　飲んでみると，シロップはライチの風味がする爽やかな味で，美味しい．た
だ，炭酸に浮かべられたバナナがいい味がするような想像ができません．おそ
るおそる口にしてみると，バナナのねっとりとした食感に炭酸のプチプチした
刺激が楽しい．既に４時近い時間でしたが，爽やかな香りと軽やかさに包まれ
た優しい甘さに癒されます．加えて，良質なスピーカーから聴こえるジャズボー
カルも心地よく，仕事の疲れから解放された気がしました．その後，２杯ほど
別のものを作ってもらい，店を後にしました．空は白みはじめていました．
　家に戻り，シャツを脱ぐ時に，店で焚かれていたお香の匂いがしました．す
ぐに先程までのバーでの味や匂い，そして音の思い出が蘇ります．

後日談

　心地よかった思い出はそのままに，数日後，そのバーを再訪してみました．
飲めない客の再訪に，マスターは殊更喜んでくれ，いろいろと打ち解けた話を
しました．大阪出身で，下町に来る前は沖縄で修行していて，フルーツの扱い
や在庫にはこだわりがあることも教えてく
れました．そして，夜中に突然現れた酒を
飲まない客を何かの査察と思って怯えてい
たことも……それからは，客としてだけで
はなく友人としても付き合いが深まり，マ
スターが大阪に帰ってからも交流は続いて
います．音や匂いの思い出と共に．
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第25回あなたの街のやどかりさん
出会いから始まる本づくり
活字の力を信じて

　やどかり出版・やどかり印刷は，1977（昭和 52）年創業の歴史ある出版社
であり，印刷所です．1970 年に七里の地で活動を始めたやどかりの里が，自
らの活動を世に問い，差別や偏見の目でみられやすい精神障害のある人の生き
方や暮らしぶりを社会に発信することを目指しました．
　そして，1997（平成９）年からは精神障害のある人たちが雇用されて働く場

「やどかり情報館」の事業として， 20 人近くの精神障害のある人が出版・印刷
事業を担っています．出版事業と印刷事業は二人三脚で「本」を完成させてい
るのです．なかなか世に出ることはない本づくりの過程ですが，今号ではその
プロセスをお伝えします．
　①　企画：編集部が，この著者の本を出したい，この活動を社会に伝えたい，
あるいはやどかり出版で本を出してほしいといった著者との出会いがあり，本
の構成が決まります．
　②　原稿の整理：著者の書き下ろしの原稿の他，研修会の記録などでは音声
データを文字起こしし，原稿にします（以前はテープ起こしといっていました

が，今は IC レコーダーで録音し，パソコンで文字にします）．編集部に集まっ
てきた原稿を読者に読みやすい原稿にします．
　③　制作（レイアウト・組版）・装丁：最終的な原稿を著者と確認したら，
どんな体裁（レイアウト）にするか決定し，「本」のもとになる版下を作成（組
版）します．やどかり出版の初期は和文タイプでしたが，今は PC の専用ソフ
トで版下を作成しています．本の表紙は本の「顔」です．タイトルがわかりや
すく，本に込められた著者からのメッセージを伝えます．
　④　校正：原稿に誤りや誤字脱字がないか，入念に原稿を読み版下を修正し
ます．
　⑤　印刷・製本：組版機を通して，印刷機にデータを送り，印刷を開始しま
す．印刷されたものを丁合機にかけて，１冊ごとにページをそろえ，製本機で
表紙をつけて１冊の本が完成します．
　やどかり出版・やどかり印刷では，すべての工程で精神障害のある人が活躍
中です．お仕事のご相談，お待ちしております．　　　　　　（記　増田　一世）

やどかり出版
〒 337-0026　さいたま市
見沼区染谷 1177-4
TEL 048-680-1891

　やどかり出版・やどかり印刷は，1970（昭和45）年に活動を
開始したやどかりの里が立ち上げた事業です．単行本150点以上，
雑誌「響き合う街で」（年４回発行，通巻124号）を発行しています．
その他，依頼された書籍も多数発行しています．

文字起こし，データ入力，
名刺やはがきの印刷をはじ
め，自分史や句集など自費
出版のお手伝いも……いつ
でもご相談ください．
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インタビュー
つながる

技術力アップ　本づくりの醍醐味

　出版や印刷の仕事は，表舞台で活
躍する仕事ではなく，本の著者たち
が社会に発信したいことをよりよく
伝えるお手伝いをする仕事です．地
味な仕事ですが，１冊の本が出来上
がった時の喜びは味わい深いものが
あります．やどかり出版・印刷で技
術を高めつつ働く２人を紹介します．

編集者として研鑽の日々

中塚治さん（やどかり出版）

　10 代で精神疾患を発症し，治療
しながら回復し，父親が亡くなった

後，アルツハイマー型認知症になっ
た母親の介護をしながら，やどかり
出版で働き始めました．その後介護
の無理もあって，再発・再入院を経
験します．退院後やどかり出版で再
び働き始め，初めてのひとり暮らし
を経験しながら，校正の仕事に携
わっています．最近は，原稿整理（リ
ライト）の仕事に従事し，腕を磨い
ています．もともと言葉遊びが好き
で，詩を書いていたこともあり，日
本語教師になりたいと思っていたこ
ともあります．「言葉」に興味があ
るので，言葉を扱う校正やリライト

自費出版お手伝いします
　左の５冊は，著者の方
からの依頼で出版したも
のです．ページ数や部数
もご相談に乗ります．自
分の本を作ってみたい
……と思っている皆さん
一度ご連絡ください．

TEL　048-680-1891

は集中力のいる仕事ですが，おもし
ろいですね．

本の装丁を手がけて

T.Ishii さん（やどかり印刷）

　高校卒業後，精神的不調を経験し，
閉じこもりがちになり，仕事が長続
きしませんでした．30 歳の頃にや
どかり情報館で働き始め，15 年目
を迎えます．やどかり印刷の HP で
イラストレーターやフォトショップ
というソフトを使っていることがわ
かり，学校や独学で学んでいた技術
を活かせるのではないかと思ったの
です．最初の３年間はテープ起こし
ばかりでしたが，職員の配置転換な
どでデザインの仕事が回ってくるよ
うになりました．
　最近は本の装丁も手がけ，色の統
一感（同系色でまとめるなど）を大

切にして，気持ちよい配色を大事に
しています．レイアウトも手の混ん
だものより，シンプルなデザインを
心がけています．

――見沼区染谷のやどかり情報館に
やどかり出版・やどかり印刷があり
ます．やどかり出版の本を読んでみ
たい，やどかり印刷に仕事を頼みた
い，どんな所かのぞいてみたい……
と思った時，ぜひお立ち寄りくだ
さい．開館日は月～土（９時～ 18
時）です．お電話は 048-680-1891 ～
1893 です．
　活字離れが心配な最近ですが，活
字の力を信じて，やどかり出版・印
刷は事業を進めていきます．
　やどかり出版の書籍は，やどかり
出版 HP からご注文いただくと，送
料サービスです．どうぞご活用くだ
さい．　　　　　（記　増田　一世）
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インフォメーションインフォメーション

新刊案内　やどかり出版
やどかりブックレット・障害者からのメッセージ・25

統合失調症を生き抜いた人生
『70 歳を目前にして今，新たな一歩を』増補版

堀　澄清　著　2019 年３月１日発行　900 円＋税

〒 337-0026　さいたま市見沼区染谷 1177-4　TEL 048-680-1891
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作 者 紹 介
記録写真家　柿内未央さん（表紙写真）
“人としていかに生きるか”について
考えるなかで，平和の基盤は自然との
共生きにあると痛感し，埼玉県の明石
農園にて自然栽培を学ぶ．
　生かされていること，全ての本質が
等しくつながり合っていることを感受
してから世界が変わり，その一部とし
て生きたいと思うように．
　自然とヒト・人と人をむすぶお手伝
いがしたく，“自然とヒト”…いのちの
記録をメインに活動している．
ホームページ　http://tomomusubi.com/

食べる・つくるに寄せて
　私たちの代わりに“食べもの”を“そ
だてる人”や“つくる人”は，私たちを
生かしてもくれている人．
　そして，他のいのちをいただき生き
る私たちは，生きたがっていた様々な
いのちの集合体．抱く感謝の気持ちの
伝え方はきっと，自分を，自分以外の他
のいのちを大切にすること．
　私たちを生かしてくれているいのち，
それを支えてくれている人の想いを知
ることできっと，より心豊かに生きて
いける．いのちでひとつ．　（柿内未央）

　公益社団法人やどかりの里は，この
大宮見沼界隈で障害のある人たちとと
もに地域で生きることを目指して活動
を続けています．私たちは長年この地
域で活動し，地域の皆さんに支えてい
ただいてきました．
　そして，この地域の人々が織りなし
てきた歴史・文化，守り育ててきた自然，
地域に根づいた事業等々をもっと知り
たいと思うようになりました．合わせ
て，やどかりの里のことも皆さんにもっ
ともっと知っていただきたいと「大宮
見沼よみさんぽ」を創刊いたしました．
　またこの度，広く地域情報をお届け
するため「さいたま見沼よみさんぽ」
と改題致しました．

「さいたま見沼よみさんぽ」編集委員一同

さいたま見沼よみさんぽ

　今号から「食」に関するお話をお届
けします．


